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石川県珠洲市の事例

‐珠洲市復興計画の概要‐

橋 本 禅
東京大学大学院農学生命科学研究科

シンポジウム「レジリエントな地域の未来を支えるパートナーシップ」（主催：環境省），2025年2月14日
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内浦（11,611人，90%）

外浦（1336人、10%）

（1938⼈，15%）

（1292⼈，10%）

（1321⼈，10%）
（1190⼈，9%）

（1126⼈，9%）

（1309⼈，10%）

（1927⼈，15%）

（417⼈，3%）

（919⼈，7%）

※珠洲市は、1954年に宝立町・
上戸村・飯田町・直村・正院町・
蛸島村・三崎村・若山村・西海村
（現在の日置・大谷）が合併して誕生。

総人口：
12,947人（2022年12月末）
11,305人（2025年01月末）

2024年1月に能登地方を震源とするマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生。珠洲市は震度6強の揺れに見舞われた

（1508⼈，11%）
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出典：自由民主党ITS推進・道路調査会珠洲市資料『令和6年能登半島地震 珠洲市における被害の概要』（2024.5.21）
※2024年12月24日時点の情報（石川県）では、珠洲市の能登半島地震おける珠洲市の総死者数は146人、うち49人が災害関連死。

（3人）

（9人）

（9棟）

（51棟）

（1棟）

（床上浸水8棟、床下浸水115棟）

※スライド中の（数値）は令和6年9月の能登半島豪雨の被害を追記
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海岸の隆起（海側に最大約180m程度）

2024年1月地震による土砂崩壊

2024年9月豪雨による土砂崩壊

2024年1月地震による津波浸水域

約4.3m（痕跡高）

約2.7～2.9 m
（痕跡高）

令和6年能登半島地震・令和6年9月能登半島豪雨による被害



5出典：自由民主党ITS推進・道路調査会珠洲市資料『令和6年能登半島地震 珠洲市における被害の概要』（2024.5.21）



6出典：自由民主党ITS推進・道路調査会珠洲市資料『令和6年能登半島地震 珠洲市における被害の概要』（2024.5.21）



7出典：自由民主党ITS推進・道路調査会珠洲市資料『令和6年能登半島地震 珠洲市における被害の概要』（2024.5.21）
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復興計画の策定体制

令和６年能登半島地震
復旧・復興本部

復興計画策定委員会

役割
• 復興の方針や施策についての行政内部の決定機関
• 復興計画の策定に係る協議、進捗管理、住民説明会の開催

※庁内連携のため、市の関係課室で以下の部会を編成
①被災者支援部会（総務、企画財政、環境建設、福祉課、健康増進センター）、
②復興復旧部会（企画財政、環境建設、産業振興課）、
③復興まちづくり部会（総務課、企画財政、環境建設、福祉、教育委員会）

• 市民や各種団体の代表者、大学の学識者等の経験や知見によ
る意見・提言を取りまとめ、計画に反映させるための組織

• 市内10地区の区長会長、農林水産業、福祉、地域づくり組織の関
係者、高校生、学識経験者の計20名で構成
※珠洲市には区長会が設置され、市民対話の基盤として各地区で年1回
「市長と語る会」が開催。

• 事務局のほか泉谷市長も毎回参加

• 2024年5月の策定着手を見据え、3月ころから本格的な準備に着手
• 早期検討を開始するために市の単独事業として実施。県内のまちづくりコンサルタント

会社が事務局を受託
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第1回（5月18日）会合で提示されたスケジュール
第2回会合（7月17日）時点で第3回を10月5日に開催にすることになっていた
令和6年9月能登半島豪雨（9月21～23日）の影響で第3回会合の開催に2ヶ月程度の遅れ。

出典：珠洲市復興計画策定委員会第1回資料
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第2回の地区住民意見交換会の終わった9月から
市内10地区を24エリアに分け「新たなまちのかたち」の議論に着手

令和６年能登半島地震
復旧・復興本部

復興計画策定委員会

エリア
１

エリア
２

エリア
24

• 2024年9月上旬から24のエリア（地区）別にまちづくり計画の作成に着手。2025年1月末時点で
全エリアで2回の会合を開催、3月末までに第3回を開催予定。

• 国土交通省都市局直轄事業『令和6年度能登半島地震からの被災状況調査（その2） 』の一環と
して事務局支援（受託：県外コンサルと県内コンサル(復興計画策定支援業務も受託）が共同で受託）

• 図面を用いて避難路や各種の道路や施設、地域拠点の情報、その他要望を記載。
• 事務局の他に、大学（8大学11人）、まちづくりNPO等が関与
• 策定が終わった計画から復興計画に収録予定



11出典：珠洲市第3回復興計画策定員会資料

（飯田地区）



12出典：珠洲市第3回復興計画策定員会資料

（正院地区）
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主要な意見聴取の仕組み
• 復興計画策定委員会

• 計4回：2024年5月、7月、11月、2025年2月
• パブリックコメント（2024年12月27日～2025年1月25日）

• 地区住民意見交換会（10地区）
• 全3回（6月、8月、12月）

• 地区別計画の復興まちづくり
• 市内10地区160集落を24エリアに区分し実施¥

※2025年3月までに3回の会合を予定

• その他さまざまなの仕組み
• 市民意識調査（市内在住：6月下旬～7月中旬、市外在住：8月上旬～下旬）

※住まい再建意向調査を市内居住者（1/15～1/31）、市外二次・広域避難者（1/31～2/21予定）に実施。この他に
市外居住の家屋所有者への意向調査（1/31～2/21予定）も実施。

• すず若者意見交換会（オンラインと対面で計4回）

• 珠洲の未来を考えるワークショップ（小学・中学校の生徒を対象に各2回）

• 有識者会議（2024年7月）
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すず若者意⾒交換会
4つのテーマでオンライン、対面と組み合わせて開催

出典：珠洲市復興計画策定委員会第4回資料
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珠洲の未来を考えるワークショップ（小中学生）

出典：珠洲市復興計画策定委員会第4回資料
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有識者会議（2024年7月開催）

• 復興計画策定委員会と別に有識者会議を設け、復興計画の方向性について意見交換
• パブリックコメント期間中に計画案へのコメントの提出

出典：珠洲市復興計画策定委員会第1回有識者会議広報資料
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第1回～第3回の策定委員会の論点
第1回会合（2024年5月18日）

• 復興計画の基本理念や方針

• 住宅再建やインフラ復旧の優先度の高さ

• 農林水産業など一次産業の再建の重要性

• 子どもたちの教育環境や将来を見据えた計画の必要性

• 情報発信や市民意向の反映方法

第2回会合（2024年8月5日）

• 避難所運営や要配慮者への対応

• 地区別の復興方針図の作成と議論の必要性

• 復興まちづくり協議会の設置と運営方法

• 農地や漁港の復旧状況と今後の課題

• 住宅再建支援や災害公営住宅の整備計画

第3回会合（2024年11月24日）

• 復興計画案の内容

• 地区別の復興方針や具体的な事業計画

• 農林水産業の復興に向けた具体的な支援策

• 住宅再建・災害公営住宅整備の進捗と今後の計画

• 官民連携による復興推進体制

第4回会合（2025年2月1日）

議論の変化
• 回を重ねるごとに具体的な事業計画

や支援策、推進体制の検討に移行
• 当初はさまざま課題を並列的に議論し

ていたが、徐々に住宅再建やインフラ
復旧、農林水産業の再建など、優先
度の高い項目に焦点をあてた議論が
増加

• 特に第2回以降は
• 全市的な議論から地区別の復興

方針図の作成や地区ごとの課題
• 地区説明会やまちづくり協議会

の設置など、より多くの市民の意
見を反映する仕組みづくりが進展
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珠洲市復興計画の基本理念と基本方針

発災から2026年3月までを短期、2030年3月を中長期として、
5つの基本方針を設定。
基本方針１
より強靭で安全な、災害に強い地域づくり

基本方針２
暮らしとコミュニティの再建

基本方針３
生産性の向上を図るなりわいの再建

基本方針４
自然と文化を活かし、これまでの取り組みを発展させた魅力ある地域の再生

基本方針５
DX の推進による「つながる社会」の実現

基本理念：
能登半島の先端に位置する本市において古から受け継がれてきた里山里海の営みの再生をベースに、
近年取り組んできた大学と連携した人材育成事業やＳＤＧｓの推進、トキの放鳥に向けた取り組み、日
本中央競馬会の引退競走馬を活かす取り組み、奥能登国際芸術祭などを復興への光として、アートや
先駆的な技術を取り入れ、さらに次の世代に引き継ぐことのできる、より強靭で安全な新たな地域づくり、
より生産性の高い生業（なりわい）づくりを目指す。

令和7年度末
2年後

（発災～2026年3月）

令和11年度末
6年後

（発災～2030年3月）

出典：珠洲市第4回復興計画策定員会資料
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基本方針・施策体系

基本方針１
より強靭で安全な、
災害に強い地域づくり

基本方針２
暮らしとコミュニティの
再建

基本方針３
生産性の向上を図る
なりわいの再建

基本方針４
自然と文化を活かし、
これまでの取組みを
発展させた魅力ある
地域の再生

基本方針５
DXの推進による「つな
がる社会」の実現

出典：珠洲市第4回復興計画策定員会資料
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計画書の構成（概要）
• 計画書の冒頭で理念、計画期間、基本方針を説明
• 各基本方針について、考え方、大施策・中施策、事業を列挙（スライド左図）

• 各基本方針の各事業について、事業の考え、担当課、タイムラインを明記（スライド右図）

出典：珠洲市第4回復興計画策定員会資料


